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ノ膚 ト ロ ー・ 民 族 誌
一 衰退するバ ングラデ シュ ・シレット地方の周辺民族 一
　 　ホ
野 間 晴 雄 、 ロ ト ン=ラ ル=チ ャ ク ラ ポ ル テ ィ
1.問 題 の 所 在
バ トロー(Pathor)と はバングラデシュ東北部、シレット県(Sylhetdistrict)の 一角に住む ヒンドゥー
化 した少数民族集団である。1971年 のバングラデシュ独立の際、かなりの数がインドへ移住 したが、今もな
おシレットの市街からそう離れていない東部の丘陵地に約3000人 がひっそりと暮 らしている。バ トローと自
らそう呼んで独自のアイデ ンティティを保持 しようとしているが、チッタゴン丘陵のチャクマ(Chakma)
などの少数民族のように民族ナショナ リズムを標榜することなく、もっぱらヒン ドゥー教 という宗教的ア
イデンティティと、先住民 としての言語 ・文化 ・慣習をいかばか りか保持 しているが、絶対数が少 なく、
極貧の経済的地位にあるため、少数民族の中で もとりわけ周縁の位置におかれている。居住地が県の中心
都市であるシレット市街(1990年 政府調査1)で の人口174,961人)に 隣接 し、 しか も生業が特化 していた
ため、日頃ベンガル人の目にふれることが多かったにもかかわ らず、これまでほとんど文献に記載 される
ことはなかった。1879年 のハンター(Hunter)の.A翫 α`競εcαZAcco翻oゾA8sαm(1879)を は じめ、
1931年 の大部な 『インド帝国センサス報告』や英領期の 『シレット地誌』には全 く記述がな く、バ ングラ
デシュになってから刊行 されたGazetteersofSylhet(Rizvi1975:105-106)に 短い記述があるにすぎない。
ただ しバ トローを少数民族とするには若干の留保が必要となる。ある一定の地域 に住んで共通の言語を
話 し、共通の文化と生活様式、「われわれ」 という共通の帰属意識をもち、ある程度の身体的特徴が共通す
る点などは少数民族の条件を満たす。 しか し、バ トローという言葉自体ベンガル語(バ ングラデ シュ ・西
ベンガルの公用語)で 廷臣(英 語のcourtier)、 っまり下級の臣下を意味 し、かなり早い時期 にヒン ドゥー
の下位カース トに位置づけられ同化 していった経緯がある。身体的特徴 もモンゴロイ ド系 といわれながら、
ベンガル人に近い容貌の人々も多 く、彼 らの言葉自体 も若年層からはほとんど忘れ去 られようとしている。
バ トローは公式統計上はヒンドゥー(1991年 センサスで1118万 人、全国人口比10.5%)の なかにしか計上
されていない、すなわち部族人口(tribalpopulation)と して別途カウントされることもないきわめて周
辺的な集団 として認識されていたにす ぎなかったのである。
ところで、近代人類学が対象として きた 「民族」という用語は、人類学が経験主義を標榜 しなが らも、
観察 した事実に選別の操作を施 し、次のような方程式を先験的に想定 していた(清 水1992:428)。
「固有の社会 ・文化、その衰退」+「 外的影響」=「 調査地の社会・文化、その現状」
*奈 良女子大学文学部 国際社会文化学科 地域環境学講座
**ダ ッカ大学文学部 歴史学科
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植民地 として西欧近代の影響を被 っていない無文字の、歴史なき、国家なき伝統社会 という理念的 「永
遠の未開文化」は、上の式の 「外的影響」を取 り去 った左辺の一項目にすぎない。安楽椅子 を離れた人類
学者は上の式の右辺の現状に直面 しながらも、「永遠の未開文化」に固執 し、その民族誌か ら抽象的かっ論
理的な 「共通性と差異」を強調する一方、具体的かっ機能的な 「対外関係」を排除 して きた。清水はこの
対照を、隠喩と換喩、人文主義 と客観主義、内的統合と歴史的対外関係としてとらえている(清水1992:470)。
言 い換えるな らば、現代の人類学 は歴史的研究と現在的研究の二方向に分極化す る傾向にあ り、現在的研
究であっても、さまざまなネットワークと取 り結ばれた歴史的文脈を重視 しなが ら民族 の動態を記述す る
ことが不可欠であるという示唆 と受け取れる。
この小さなモノグラフはバ トローというバ ングラデシュ国内でもほとん どまとまった記載 のなか った小
集団を、外部社会 ときわめて強い関係を もった 「周辺民族」としてとらえ、 その現状を紹介す ることを目
的とする。ただ、本格的な長期滞在によるモノグラフではなく、それぞれのバ ングラデシュで本務の合間
に断続的に訪問 して見聞 したり、有能なバ トローのアシスタントに依頼 して必要な情報を収集 して もらい、
それらをあまり私見を交えずにごく初歩的な記述を試みたにすぎない。なお、和文の成文化 は野間が担当
した。次章でバ ングラデシュの少数民族の概観を してバ トローの民族的 ・形質的位置づけを した後、3章
で家族 ・親族 ・クランとその基本語彙などを検討する。4章 で生業 と物質文化、5章 で通過儀礼を概観 し
た後、6・7章 でヒンドゥー化過程における変容を扱 う。バ トロー社会の詳細 な分析や周辺諸民族 との比
較などは今後の課題である。
2.バ ングラデ シュの少数民族 とバ トローの人類学的位置
(1)バングラデシュの少数民族分布
バングラデシュの人口1億1146万人(1991年センサス)の うち、少数民族人口は120万6千人、比率 に
して1.08%にすぎない。主要な少数民族の内訳とその属性を示 したのが表1で ある。バ ングラデシュはアー
リア系 といわれるベンガル人からなるインド亜大陸のなかでは同質性の強い国民国家であるが、残 りの2%
には30近い少数民族が周辺の丘陵部やバ リンドとよばれる北部ベンガルの洪積台地を中心に分布 し、その
多 くは独自の文化的伝統を保持 している。このうち、居住域が北ベンガル諸県、 シレット県、マイメンシ
ン県の14の少数民族はチッタゴン丘陵の 〈山地民〉と対照的に 〈平地の民〉 と一括される。チッタゴン丘
陵の少数民族が例外なくチベットービルマ系であるのに対 し、 〈平地の民〉は、 ドラヴィダ系、 オース ト
ロ・アジア系が混在 していることが特色である。
表1は それらの民族集団を人口規模の大 きい順に掲げたものである。ただ しセ ンサスの人 口はかなり過
小な数字 と思われる。その大 きな理由は、セ ンサス自体の信頼性のほかに、 この属人 データが宗教を基本
としているため、ヒンドゥー化 した少数民族の一部 は命名法の特色からヒン ドゥーに、キ リス ト教 に改宗
した少数民族 もキ リスト教徒 として計上されることによる。ヒンドゥーの下位 カース トはキ リス ト教やイ
スラム教に改宗 した例がかなり多いため、すべてが上のような推測 はあたらないが、倍以上の誤差がある
可能性をKhaleque(1995:12)は指摘 している。また、 ミャンマーからの大量難民 として日本で も一躍知
られるようになった ミャンマーとの国境地帯に居住するロヒンガー族(Rohynga)は、イスラム教徒でべ
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表1バ ン グ ラ デ シ ュ の 少 数 民 族 集 団
TablelDistributionofEthnicCommunitiesofBangladeshbyPopulationSize,Geographic
AreaandReligion
民 族 名 別 称 ・別 綴 人 口(1991)言 語 系 統 居 住 域 宗 教
EthniccommunityOthernamesPopulationLanguageGeographicareaReligion
Chakma252,858TBCHB
SantalSaontal202,162AANBA
MarmaMag,Mogh,Mug157,301TBCH,C他B
TipraTripuri,Tripura81,014TBCHB
GaroMandi64,280TBMyA,C
ManipuriMeithei24,882TBSIH
MrongMurang,Mrung22,178TBCHC,A
Tanchangya(Chakmaの 分 派)21,639TBCHB
Rakhaine(Marmaの 分 派)16,932TBCHI
KochKots,Coach16,567TBNBH
BawnBum,Baum,Bam13,471TBNBC,A
KhasiKhasia12,280AASlC
Hajong11,540TBMyH
OraonUrang,Urao8,216DNBA
RajbansiRajbongshi7,556TBNBH
Buna7,421AANBH
Urua5,561AANBH
MahatMahatu3,534TBCHA
PankhoPangkhu,Panghua3,227TBCHC,A
KhyangKhyen2,343TBCHB
MundaMundari2,132AANBH,C
SakChak,Tsak,Thak2,127TBCHB
PahariaPahary1,853DNBH
KhamiKhumi,Kami1,241TBCHB
Harizon1,132TBNBH
LushaiKuki,Mizo662TBCHC,A
MroMroo126TBCHC,A
そ の 他261,743
合 計1,205,978
(資料)1991年セ ンサ ス 、Khaleque(1995)ほか よ り作 成 。
(略語)言 語 系 統:TBチ ベ ッ ト ・ビル マ 系 、AAオ ー ス トロ ・ア ジア 系 統 、Dド ラ ヴ ィ ダ系
居 住 域:CHチ ッ タ ゴ ン丘 陵 県 、Cチ ッ タ ゴ ン県 、NB北 ベ ン ガル 諸 県 、Myマ イ メ ン シ ン県 、
SIシレ ッ ト県(い ず れ も1984年以前 の 旧県 を さ す)
宗 教:Aア ニ ミズ ム 、B仏 教 、Cキ リス ト教 、Hヒ ン ドゥー 教 、1イ ス ラ ム教
26
ンガル人 ときわめて近 いために ここで は計上 されていない。
これ らの少数民族 は、系統的 に は次 の3グ ループに大別 され る。
ドラヴィダ系 一オ ラオ ン(Oraon)、パ ー リア(Paharia)
オース トロ・アジア系 一サ ンタール(Santal)、カ シ(Khasi)、ム ンダ(Munda)など
モ ンゴロイ ド系 一ポ リア(Polia)、クーチ(Koch)、ボ ン(Bawm)、パ ンコー(Pankho)、
チ ャクマ(Chakma)、トンチ ャ ンギ ャ(Tanchanga)、マルマ(Marma)、テ ィプ ラ(Tipra)、
ハ ジ ョン(Hajong)、ム ロン(Mrong)、ル シャイ(Lushai)、ク ミ(Khumi)、カヤ ン(Khyang)、
ガロ(Garo)、マニプ リ(Manipuri)、など
その歴史的 な移動経路 にっ いて はおおよそ次 のよ うに想定 されてい る。
オース トロ・ア ジア系 は東南 ア ジア大陸部 に も分布 す るイ ン ド亜大陸 の古層 といえ る人々で、バ ング ラデ
シュに住む諸民族 は多 くが ビハ ール州 チ ョタナーグプル(ChotaNagpur)丘陵を故地 とす る。イ ン ドで は
カルカ ッタや その周辺都市の下層労働力や19世 紀後半 に始 ま るア ッサ ムの茶園プ ラ ンテー シ ョン労働 力 と
して移動 して きた人々が現 在の分布を決定づ けて いる。 バ ングラデ シュで はバ リン ドといわれ る洪積 台地
や モ リバ ン ドデル タ(ジ ェソール地方を中心 と した衰退 デルタ)の 開墾労働力 として移動 して きた一 団 と、
ア ッサ ム河谷の茶園の延長 と しての シ レット地方の茶園労働力が 中心 をな している(野 間1993:76-79)。
モ ンゴロイ ド系 はすべてが シナ・チベ ッ ト語族 の一っ であ るビルマ ・チベ ット語族に分類 され る人 々で、
チ ッタゴ ン丘 陵(ChittagongHillTrack)県にい ちば ん集 中 し、 さ らに チ ッタ ゴ ン、 コ ックスバ ザ ール
(Cox'sBazar)などの東部沿岸 の諸 県 が これ にっづ き、 マ イ メ ンシ ン(Mymensingh)県の モ ドプ ール
(Modpur)台地や ジャマルプール(Jamarpur)地域(主 にガ ロ)、ポ トゥア カ リ(Potuakhali)、コ ミラ
(Comilla)、フォ リドプール(Faridpur)、クルナ(Khulna)などの海岸部 の諸県 に散在す る。 ヒマ ラヤ か
らアラカ ン山脈 にかけて遅 くとも紀元前 には定住 したよ うであ る。 ガ ンジス中流 平野部 か ら ヒマ ラヤ山麓
に もかってかな り広範囲 に分布 していたが、その移動経路 や定 着時期 にっ いて ははっきり しな い。ただオー
ス トロ・アジア系 の民族 よ りも遅れて移動 して きたこと、 アー リア系 の諸民族 よ りは新 しい移動 で あ る こと
はほぼ確実 である。
最後 にバ ングラデシュで は数で は ごくわず かであるが、南 イ ン ドで多数 派 とな ってい る ドラヴ ィダ系 の
諸民族 は紀元前3500年頃にイ ラン東部 か らイ ン ドの北西部 の平野 に降 りてきてイ ンダス文明 を開花 させ 、
紀元前1500年ぐらいに南 イ ン ドへの移動 を開始 した といわれ る。 その ごく周縁 の民族がバ ング ラデ シュ東
北部 に点在す るオラオ ンやパ ー リア族で ある。
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図1バ ン グ ラ デ シ ュ の 少 数 民 族 分 布 と バ ト ロ ー の 居 住 地 域
FigurelDistributionofMinorEthnicGroupsandtheLocationofPα疏 rPeople
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② バ トローの人類学的特徴
「その他」に分類されている民族は多様で、必ず しも独立 した少数民族といえないものも多 いが、前節
で述べた少数民族の分派 といえるものと、 ヒンドゥー化 した諸民族に大別される。前者の例がパ ンコーの
一支族Bnajong、ガロの分派Dalui、ムンダの分派Ho、カ ミの分派Shenduなどである。後者の例がMikir、
Hadi、Kachariなどで、ここでとりあげるバ トローもこれに相当する。彼 らはかって自らの言語でしゃべ
り、あるいはベンガル語とのバイ リンガルな状況が存在 したが、ベンガル民族文化への同化の過程で自言
語は忘れ去 られてしまった。バ トローはまさにその典型 ともいえる周辺民族で、高齢者 でないと自言語は
記憶になく、現在では老若問わず日常生活ではベンガル語が用いられている。
バ トローの形質的特質は基本的にモンゴロイ ドの特徴を有 しているが、長 い同化の過程でかな りの多様
性が見られ、ベンガル人と一見すれば区別がっ きにくい場合 もある。極貧相が多 く、 もっぱ ら屋外での肉
体労働に従事するため、皮膚の色 は日焼 けしてこげ茶色か ら褐色までさまざまであるが、 もとの肌の色は
褐色である。中肉 ・中背で、体格 はカシ族のようにがっしりしたものでな く、やや華奢な感 じを受ける。
頭形 は一部には長頭の者 もいるが、多 くは短頭～
中頭に分類 される。直毛または波状毛で、毛髪 ・ ・'、,∵'、
体毛とも少なし部 類嘱 する・目は細長で一重が 二 譲 遍,
多 い。鼻 は概 して低 い。ほお骨 はやや目立 っ 。唇 齢,諸 、鑛 麟 繭・
ξll縷讐 蜷lll∫ 講 難1、、撫
騰 膿蹴弾 一つc檬;盤 縄
バ トローの来歴 にっいて はよ くわか らな いが 、
彼 らの伝説 に よ ると、13世紀 に シ レッ ト北 部 を 図2バ トロー の男 性(村 長 とそ の息 子)
支 配 して い た ヒ ン ドゥー の王 ゴー ル ・ゴ ビ ン ドFigure2MalePα 飾ors
(G。u,G。bi。d)の警備 を務 め た人 たちで あ る と(AV"ageHeadmanandh'sS・n)
羅 蓼難 諜謬1嚢∵欝 甑 .
議襲 藩 翻講㌦畿
この事実 はバ トローの来歴にっいて興味深 い以
_図3バ トローの女性下のような
不唆に関連する・その第一点は王一族Fig、,e3F ,m。1,Pα伽8
は先住民ではないこと、第二点 はもともとアニ ミ
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ズムを信仰 していた先住民バ トローを外部か ら取り込んで王一族の護衛にあた らせた可能性である。現在
でも彼 らが語る伝説 はその王との関係に必ず言及 している。モス リム支配者ShahJelalの侵入(1304年)
によって地位を追われた王 はシレット東方の丘陵に逃げ込んだ。それに従 ったバ トローはそこで王を見失っ
た。その場所 こそが現在のバ トローの居住地と重なっているのである(図1)。
以上の推測から、バ トローとはアーリア系の ヒンドゥーの小王国に組み込まれたモ ンゴロイ ド系 の住民
で、その後シレット地方のイスラーム化の流れのなかでも、表面上はヒンドゥー的信仰と帰属を保ってきた
少数民族 といえよう。ブラマフ.トラ河谷の南東部アッサム地方には、上 ビルマを経て定住 したタイ(Thai)
系の人々アホム(Ahom)族によって、アホム王国がっ くられる。彼 らはシナ ・チベット語族 に属するシャ
ン族のグループに属す ると考えられている。その社会は首長 ・貴族、平民、下人の3階 級に分かれ る。 そ
の平民階級のクランの1っ としてPatorがあげられている(栗田1990:172)。現在のバ トローにっながる
可能性が高い。その後のヒンドゥー化が顕著なため、セ ンサスではヒンドゥー教徒 として計上 されて きた
ことも、バ トローが少数民族 としてはほとんど注目をひかなかった理由の一つである。
3.親 族 ・ ク ラ ン
(1)親族呼称
次頁の表は主要な親族呼称をバ トロー語、ベンガル語(ヒ ンドゥー、モス リム)に わけて一覧 した もの
である。バ トローの言語では、父の姉妹(FaSi)と母の兄弟の妻(MoBrWi)はniと呼び、父の兄の妻 一
伯母(FaEIBrWi)と母 の姉(MoEISi)はpaisar、父の弟の妻(FaYoBrWi)と母の妹(MoYoSi)は
nunuというように、同一の親族呼称をもっ。すなわち、母方 も父方 も日本語のように姉 ・兄の妻の場合 は
伯母、妹や弟の妻の場合は叔母 と音 は同 じながら文字では区別する。これに対 して、バ トローの場合 は父
の姉妹 と母の兄弟の場合は長幼の別な く同じ名称だが、父の兄弟の妻の場合と母 の姉妹は長幼で名称が異
なる。父の兄弟と父の姉妹の妻は区別するのに、母の兄弟 と母の姉妹の妻は区別 しない。すなわち、かっ
てのバ トローの婚姻形態では母の兄弟 は自動的に父の姉妹の夫になり得たし、母 の姉妹の夫 は父の兄弟 と
いう 「交又いとこ婚」のケースが普遍的であったことを示唆している。
さらに父母の両親、すなわち祖父 ・祖母の呼称が欠落 してお り、 ヒン ドゥーの用 いるdadu、thakurma
などで代替している。そのいっぽ うで、自分の息子 ・娘(孫)は男の場合がain-soua、女の場合がain-souyee
と区別がある。かかる親族呼称か ら推定 されるのは、バ トローが しだいにかっての伝統的親族呼称に対 し
て無知になるとともに、古い機能的関係を恥 じ隠そうとす る意識が作用 していることである。
このような親族呼称は北東アッサムの辺境 としての共通性をもっ。 とりわけmirisといわれ る婚姻慣習
でそのことが顕在化する。 もし花婿側の家族が花嫁側のだれか男性 と結婚 を約束 しなければmiris間で婚
姻が成立 しないという規範がみ られ る。
② クラン
バ トローは二重のクランに属 している。ヒンドゥー的な範疇でのクラン(gotra)名称はアレンバイ ヨン
(alembayan)ただひとつで、すべて最下層のシュー ドラ(sudra)カース トに帰属する。この決定に関わっ
たのは後述するラーマクリシュナミッションであり、周辺民族のキ リスト教徒の拡大 を推進 し、 モス リム
への改宗の動 きに対抗するかのようにヒンドゥー化に大 きな貢献をしたのである。
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表2バ ト ロ ー 語 と ベ ン ガ ル 語 親 族 呼 称 の 対 照
Table2KinshipTermsofPα`んorandBengali
親 族 関 係 バ ト ロ ー 語 ベ ン ガ ル 語 ベ ン ガ ル 語(
ヒ ン ド ゥ ー)(モ ス リ ム)
KinshipP厩 加rBengali(Hindu)Bengali(Muslim)
Fa]Fa-thakurdadadada
MoFa-dadunana
FaMo.thakurmadadi
MoFa-didimanani
Fapababaabba
Moyeahamaamma
FaEIBrpaisarjethachacha
FaYoBrkhukhukakachacha
FaEISinipishiphuphu
FaYoSinipishiphuphu
MoEIBr.mamamamu
MoYoBr.mamamamu
MoEISipaisarmashikhala
MoYoSinunumashikhala
FaEIBrWipaisarjetthichachi
FaYoBrWinunukakichachi
FaEISiHufuahpishaphupa
FaYoSiHufuahpishaphupa
MoEIBrWinimamimami
MoYoBrWinimamimami
MoEISiHu--meshokhalu
MoYoSiHu.meshokhalu
㈱Fa=Father,Mo=Mother,Br=Brother,Si=Sister,
Hu・=Husband,Wi=Wife,Yo=Younger,El=Elder
あ と ひ とっ の ク ラ ンが 、 バ トロ ー 内 部 で 元 来 存 在 し た ク ラ ン で 、 ラ イ(rai)と 呼 ば れ る 。 家 族 は 必 ず 一
っ の ラ イ に 属 し、 同 じ ラ イ ど う し は 結 婚 で き な い 外 婚(exogomy)規 制 が 存 在 した 。 す な わ ち 、 カ ー ス ト
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や与えられたクラン名称を用いるのは日常の祈 りのときと結婚式だけで、結婚の相手 の選択や他 の日常生
活にはライの規範が用いられてきたのである。
しか しバ トローの人口が減 り、活力 も低下の傾向にあるため、1991年にバ トローの代表者全体 で会議を
開催 して、善後策を討議 した。現在、適当な花嫁を得 るのがひじょうに困難 にな って きている現状に鑑み
て、ごく近 しい親族間の結婚を除いて、同じクランどうしの結婚を認める決定 を下 した。現状ではその将
来を予測することは難 しいが、新 しい決定の結果 として、それぞれのクランは新 たな単位に分化す る傾向
にあることは指摘できる。
以下に今回の調査で確認できた現在のクラン(ライ)名 を列挙する。
1Langtu-rai料理人
2Ba-rai荷 物運搬人
3Kelang-raiカニを食べる人
4Lanki-railankiという昆虫を食べる人
5Thekla-rai灰を掃 く人
6Chamang-rai森に住む人
7Alai-rai不明
8Chandra-rai散髪人
9Tukri-rai篭作 りをする人
10Galla-raigaUa(不明)を 売る人
11Chhundi-rai籐を伐 る人
いずれも職能的な名称であるが、そのクランに属する人がその仕事に就いているわ けで はない。上 のク
ラン名は、バ トローの伝えるところではゴール ・ゴビンド王以来の由緒あるものであるというが、それを
裏書する証拠は何 もないし、一部は新 しい可能性が高い。とりわけ上の8～11の4っのクランはベンガル
人のあいだで用いられているもので、バ トローの言語に起源するものではない。バ トローの儀式でヒンドゥー
の散髪人は重要な役割を果たすが、バ トロー自身の中には散髪を生業としているものはいない。9～11も同
様で、これ らはサブクランの性格が強 く、本来のクランではない可能性が高い。
残 る1～7のクランの名称からは明確な農耕的要素は見出せず、森に住んで採集動物などを食べていた名
残かもしれない。ただ、灰を掃除するとはジュム(jhum)といわれるチッタゴン丘陵県の少数民族 の間で
一般的な焼畑に関連するのか、あるいはその焼畑民に従属 したより原始的な生活形態を していたのか クラ
ンの名称だけか らは判断はできない。しか し、この10数年前までのバ トローの主要な仕事 は薪 ・木炭 の材
料を山から集めてシレットの街で販売するものであって、農業は営むものはごく稀であった。
ライの帰属、居住、家や土地 の相続はバ トロー間で父系 リネージを通 じて継承 される。バ トローの村 は
複数 クランの集合体からなる。それぞれの村には長が通常 は1名 おり、長を助けるlar一伝言人、matani一
相談役、semouta一執行人の三役の協議によって重要事項が決定される。 ただ、 これ らの役職は世襲 では
な く、クラン間での優先順位 もない。この一種の村幹事会が各村にあるものの、重要 な議題 は成人全員に
よって決定され るため、彼 らの役 目はその仕事を最初に実行する役割で しかない。
む しろ彼 らの最 も重要な機能は社会的制裁を行 うことである。制裁をうけた者は村八分を うけ、 コミュ
ニティでの食事や狩猟・儀式に加わることは許されない。特別の場合にはコミュニティ内での食事だけは許
32
されるが、他人 と同じ場所に座ることは許されない。しかも本人に向けられ る他の社会的侮辱を甘受 しな
ければならない。暴力がふるわれることはめったにないが、この社会的制裁か ら逃れることはで きない。
罰金がしばしば科せられ、その罰金の金で村や全 クランに対 して饗応がされ る。 さ らに言語ハ ラスメ ント
が行われることもある。
表3は 筆者 らが現地アシスタントらの協力を得て、今回新たに調査 した丘陵の南麓に分布するのバ トロー
人ロやクランの実態を示 したものである。これ らの集落はいずれ もシレット市街か ら東15～25kmの地点 、
ショ ドー ル・タナ(Sadar一県庁のある郡、Thana=郡)とそれに隣接するゴエ ンガー ト(Gowainghat)タ
ナに属する。ジャニタプール(Janitapur)タナを経由 してイ ンドのシロン高原 に向か う国道か ら北へ枝道
を1～3kmばかり入 ったところに位置す る。赤色のラテライ ト化 したシル ト状粘土 ローム層か らなるtilla
と呼ばれる第三紀の丘陵で、平野 との比高は30m内外である(ジ ョンソン1986:18)。この丘陵の多 くは
水はけがよいため1870年代以降にイギ リス人やベンガル人が経営する茶園となったが、一部は森林保護区
域(ForestReserve)として残 された。
その一角、KhadimNagarTillaと呼ばれる丘陵がバ トローの居住地となっている。 しか し森林保護区
域とは名ばかりで、有用な樹種はほとんど伐採され、雑木 と雑草が一部に残るはげ山状態の ところがほと
んどで、道がなくても丘陵を越えての徒歩交通 も十分可能である。路線バ スと徒歩で乗 り継 いで シレット
市街か ら1時間～2時 間で到達が可能な場所に位置する2)。
表3バ トローの村別人 口(南 部)と ク ラン ・首長 の数
Table3PopulationofPα疏orandtheirNumberofClanandHeadmean(SouthernPart)
家族数 バ リ数 成人 人 ロ 子供人 口 人 ロ 首長 ク ラン ク ラン村 名
男 女 男 女 合計 の数 の数 長 の数
Vill・g・蟹 蹴 搬 盤畿 糊1認 い ・t・lh巖。蟹,1謡d
Dalaipara522786789675335342
Chiknagu169301159311694418343
Kalishawri651716131056-11
Gowainghat1141315151053-21
Kulauti181038312419112131
Karaigarh9413138943111
Garandar1792819212492121
Kushirgul241349352531140152
Fatepur261644414223150211
Malgram211237323020119241
合 計Total2531304403433903151518142714
(資料)1995年5～7月の現地調査による。
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図4バ トローの典型 的集落
Figure4TypicalPα飾o〆8Settlement
しか しなが ら前頁の表3の 数値 はバ トロー人 口のほぼ半分 にす ぎない。 あ と過半 のバ トローは、
シレット市街の北東に位置する空港の東、上述の丘陵の北麓に居住す る。1集落が南麓地区より大規模で、
丘陵の高低を利用 していくっかのブロックに分かれて集落が存在する(図4)。そのうちわれわれは2集 落
を訪問 し、とりわけアロイザハール(Aroyzahal)村では多 くの情報を得たが、この地区の人口 ・クランの
実態調査は完了 しなかったため、ここには掲載 していない。これ らを合計 したのが現在 のバ ングラデシュ
のバ トローのほぼ全人口である。多 くて3千人、おそらく2千人台の上の数字 と推定 される。ただ し1971
年のバ ングラデシュ独立に際 してかなりの人数がインドへ移住 しており、英領期末 にはその実数 は現在の
2倍以上あったと思われる。
表3か らわかることは次の6点 である。1)人口規模の小さな2っ の村では長がいないことが示すように、
村毎にその長がいるわけではないこと。2)ライを単位とするクランはどの村 にも存在 し、クランの長 は最
低1名 が各村にいる。3)平均の1村 あたり家族数は25、人口は152人であ り、1家 族の平均人数は6人 と
ヒンドゥーの家族 としては少ない方である3)。4)男女の性比が大人で1.26、子供で1.23といずれ も男性比
率がかなり高い。この理由はよ くわか らないが、女性のバ トローがベ ンガル人男性と結婚 して村を出ていっ
た可能性は考え られる。バ リ(Bari)とは屋敷地を同 じくする集団で、息子 などが新 たに親の敷地内に家
を建てた場合が多 く、バ ングラデシュー般でいわれる血族による居住単位であることには変わ りないが、
その規模は小さい。5)村別のクランの広がりからThekla-rai、Ba-rai、Lanki-raiなどが有力 なクランと
推定できる(表4)。6)南麓地区ではChiknagul、Kushirgulがクラン数 も多 く、核心的な集落 といえる
が、いずれ も国道の整備によってより薪炭の運搬に便利な場所に位置する。 これ らの住人の一部は分水嶺
を越えた北麓地区か らの者である移動の可能性が高い。
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表4ク ラ ン の 村 別 分 布
Table4DistributionofClanbyVillage
VillageClanAlaiBaChamungTukriKelangLangtuChandraThekla
Dalaipara****
Chiknagul****
Kalishawri*
Gowainghat**
Kulauti**
Karaigarh*
Garandar**
Kushirgu1****
Fatepur*
Malgram***
(資料)1995年5～7月 の現 地 調 査 に よ る。
4.生 業 と 食 住 の 変 化
(1)生 業
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かってバ トローの重要な食料獲得源は狩猟であった。今で も狩猟 図5シ レッ トの街 に木炭を
をすることが決まるとむらの成人の男はすべて参加 しなければなら 売 りに来 たバ トローの青 年
ない。それをしない者は、罰金を払うか、社会的制裁を受けなけれ(足 もとに置いているのが木炭)
ばな らない。通常、狩猟 は村寄合の場での臓 で決定され講 成員Figu「e5Pα 伽 「8'Yo凹ths
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全員 に連絡 され る。獲物 を調理 す る匂 いがす る時 には、だれ もが狩SellCh arcoa1
35
猟に参加 したすべての家を訪問 して食 〆 甥 繭 『潮 籏/㌦ 嬢
」 〆 響 、.."
べることができる・だれ もやって来た 認'ノ
彼 らを無視することは出来ない。それ ・ 、 瞳 寅 ヤ滋
を拒む者は村の規律 を乱す反抗者とみ
なされるのみならず、森のカミである ・ 一` .
灘i
Kvallaramに対 して も逆 らって いる 一
ととられる.そのカミには米飯と9。la,疑;…1雛 騰 一 一b≡ 懸"　
・一… 響 ガ 醐 ・・博 コ欄!
と い わ れ る淡 水 魚 が 時 々 供 え られ る 。 麟 粘 ゾ"【 、 ・輪 ,'噛.^鱒
狩猟には槍jh・ta(・hi・)、鎌d・・_・ 画 議 纏i購 蒙 灘 灘
欝讐灘 灘 灘懸露灘1
協力する。最 も彼 らが好む狩猟対象は
野生のブタである。ただし彼 らは飼育 図6バ トローの家屋 と槍Gα 疏α)
ブタは食べない。図6は 槍を持 ったパFigu「e6Pα`ho南Ru「alHomeandJ説 加
トローの青年の写真である。
狩猟が終ると、全員が村のなかのdhaknaといわれる共通の肉の解体・配分場に集 まる。そ こは村寄合で
指定された個人の家の中に石で作 られる。まず、ブタの鼻を切断 し、それから耳 と尻尾 を切 ってそれ らを
森のカミに捧げ、狩猟の成功を祈る。そのあと肉は各世帯平等 に分配する。成人男子がいな くて狩猟に参
加できなかった世帯にも肉が配 られる。また狩猟に参加 した人間には余分に肉を受け取 る。獲物 の臭いを
かぎっけた人やdhaknaで雑用をする人にも余分の分け前があるが、村の長に対 してはそのような特権 は
ない。米でできた酒handiを酌み交わしながら獲物の成功を喜び合 う。
淡水漁携 も重要な生業である。chharaやnalaといった漁具によるもので、釣針は用 いない。釣針で取っ
た魚はカミに供え られないと信 じられている。oochho、chatなどの魚やカニ、カメも食用にする。 これ ら
の捕獲には女性 も関わる。
工芸はバ トローの間であまり発達せず、織物など高度な技術のみならず、竹や籐の工芸 さえ知 らなか っ
た。しかし、現在では家大工や竹細工を職業 として身にっけて現金収入を周辺村や茶園から得て いるも者
も中にはいる。
(2)食物と住居
米が主食で、赤米(bashrage)も日常的に食べる。乾燥淡水魚をたいへん好む。現在 はヒンドゥー教の
タ ブ 　
影響を受けて禁忌 となっているものは食べないが、過去を遡 ってもその禁忌が守 られたという確証 はない。
たとえば野鳥 は食べていた可能性が高い。バ トローはGorlaramと呼ばれるカ ミをいだいており、そのカ
ミは狩猟でいい獲物の見込みをっぶす性癖があるといわれているので、バ トローはすすんでそのカ ミに野
鳥を捧げる。丘陵北麓の村落ではバ トローの先祖 に野鳥を捧げる特別の日が年中行事としてある。バ トロー
の人々はヒンドゥーの伝統に従わないすべてのことを隠 しだて しようとするが、 とりわけ上の事実などは
そのことを裏付けている。またバ トローのあいだでは彼 らと血のっなが った親戚がJainataの近 くにいる
と信 じられているが、彼 らはこの事実がヒンドゥーの人々に知 られることを恐れて秘密に して きた し、近
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くのバ トローとも交渉を絶 ってきたのである。バ トローの分派といえる彼 らの存在についての真偽のほど
はわからないが、とにかくにもバ トローがその近 くに住む他の人々のあいだで、自分たち自身の ことをど
う考えているかという点で興味深い。
バ トローは先祖が牛乳を用いてこなかったと信 じている。同様の言い伝えは、チッタゴン丘 陵のチ ャク
マ族で もある。つまりアー リア系民族に顕著な乳利用はほとんどバ トローの間ではみられない。
バ トローの家屋はかってたいへんぞんざい ・粗末で、入口は一人がようや く出入 りで きるだけの幅 しか
なく、土壁 はな く、竹で編んだ戸板に粘土を薄 く塗り固めて光を遮断 したものを天井か ら吊 り下げたハ ン
ギングウォールの形態が一般的である(図6参 照)。土間造 りで、竹を地中から突 き刺 して柱の代わ りとす
る。屋根 は茅葺 きで、家財道具はベッドと最小限の食器、水甕、臼と杵、竹製篭以外の ものはほとん どな
い。台所 と寝室の2間並列が基本で、それに家畜小屋や米収蔵場所が付随する。寝室にはカリー(Kali)、
ビシャリ(Bishari)、ラクシュミ(Laksmi)、サラシュワーティ(Saraswati)などのヒンドゥー神の写真
が掲げてある。また、ラーマクリシュナ、ヴィヴェカーナンダらのヒンドゥー教改革の偉人 の写真が掲 げ
られていることもあるが、他の装飾はまったくない。拡大家族の場合、基本
構成に寝室が もう一つ加わるが、台所は共有する。近年、農業を営みやや経'
済状態がよくなって改築された家 もあるが、一般の民家 と比べてみすぼらし
いものが多いことは変わ りない。窓はな く、入口もようや く一人が入れるく1
らいの幅 しかない。t
～
～
5.宗 教 儀礼 にみる土着要 素 と ヒン ドゥー的要素 ＼1
{
バ トローは表面上はヒンドゥーの儀礼を取 り入れており、また後に述べる ,
シレットのラーマクリシュナ ミッションから物質 ・金銭の支援や信仰のうえ
での指導を受けていることもあって、自宅での彼 らは邪教的行為が存在する;
ことを認めようとはしない。しかし彼 らのヒンドゥー神やカ ミー 般 をよ く吟
6
味 してみ ると、 ヒン ドゥー化 の過程で隠 して いる元来 の アニ ミズ ム・自然物 匹
崇拝的 な信仰 のアイデ ンテ ィテ ィを引 き継 いで いることが わかる。彼 らは自
らで カ リーや ビシャ リの神像 を作 ろうと しないが、近 くの丘 の上 にそれ らの 、
カ ミが棲む というKali-thanとかLaksmi-thanといわ れ る石 を崇 拝 す る。
図7は その信仰の石 を示す愚 代的 なもので ある。 これ らの神 々 をOsaiと呼
ばれ る僧侶 は祈 らないが、個 々人でハ トや米、魚、牛乳 、hundiなどを捧 げ 、
て崇拝 す る。
またいろいろな行事 の際 の ヒン ドゥー教要素 も通常 か らはか なり逸脱 して
い る・た とえば結婚式 では ヒン ドゥー神 で はサ ラシュワーティだけを祀 る し・ 図7村 の はず れ に
少 な くとも・あ るthanやカ ミは身 なりも ヒン ドゥーのそれ とは異 な った 力 立 て られ た旗
ミとして認識 してお り、それぞれ別 個 の名称 を持 って い る。 ヒン ドゥー神Figure7"Flag"
Kaliに対す るHakkulelaram、Rupashiに対 す るKsheyalaram、ChandibesidethePαεhor
に対す るYeasalalarmなどがそれに相 当す る。 この名前 の命名 は一種 の ヒVillage
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ンドゥー社会に従 うための平信徒の変化であり、ヒンドゥーというく大伝統〉 に組み込 まれてい く過渡的
なプロセスを示 している点でも興味深い。
さらにヒンドゥー化 したこれ らの神々のほかに、バ トローはなお土着的な信仰形態や特徴を留めている。
しか しこれらは直接バ トローに聞かない限 りは彼 らはふっ うそれらを表立 って は示そ うとしない。 そのな
かで最 も重要なのが家のカミKhemularamである。いろいろなサイズの竹樟が庭先 に立てかけられ、牛
乳、ギー(バ ター油)な どといっしょに1パ イサ硬貨を供える。そのあと硬貨を竹樟のなかに入れて、屋
根の中にしまう。次に祈 る時だけそれを屋根からおろし、そのたびごとに何世代にもわ たって硬貨をいれ
ていく。竹筒が硬貨で一杯になるとそれは集落の小川に投げ入れる。このカ ミは僧侶が祈 る。彼 らは村 の
成人の中か ら選ばれ、生涯その役 目をっとめる。彼が死ぬとその家族以外か ら選ばれ、世襲することはな
いo
僧侶の最 も重要な機能は家のなかに村の供儀に用いるナイフ類を保管することである。 そのナイフは彼
以外には触れることは出来ず、KhemularamやKvallaramを祈る際に僧侶が最高の崇敬をはらうもので
ある。森のカミ(Kvallaram)は森にバ トローが入 ったときにヘビなどの危険な動物に出会わないための
護神でもある。不猟のときはその理由を予言 の専門家に相談する。彼 らは村のバ トローであった り、外部
のヒンドゥーやモス リムのこともある。彼 らの助言によって、KvallaramやChhasikarilaram(猟のカ
ミ)、Gorlaram(森で危害を加えるカミ)などを祀る。Gorlaramの場合、野鳥 を供えて、 カ ミの怒 り
を鎮める。
もうひとっの重要なカ ミが祖先神Thibamである。結婚前、死後、年の暮やその他の催 し事の際に救済
や安堵を求めて祈 る。祖先神は同 じクランに属する人々のあいだだけで祈 り、2羽 のハ ト、米、魚(rui=
コイ、kaliara)を調理 して供える。土曜か木曜日にはトーテムで関連する亀(buli)を崇拝する。
Mahijilaramも重要な土着のカ ミで、あらゆる種類の危害を人間に加えようと企んでいる。そのカ ミは
人々の気を狂わし、病気にさせ、災厄をもたらす。バナナと牛乳を供えて祈 る。
妊娠期間中はYeahalaram(Chandi)やKsheyailaram(Rupashi)を崇拝す る。前者のカ ミは未来を
予言する機能を持っ。バ トローは東の方角に向って、キンマの葉やビンロウジュの実をカミの前 に供え る。
もし翌朝にそのままの位置にあればよい前兆で、北か南の方角に移動 していれば不吉の前兆 とした。
Kushirgul村の近 くにある一つの石はKhalithanと呼ばれ、JaintaのSyntengが侵入 して くるのを警
告す るカ ミで、このカミがSyntengによって見っけられると、その石を動かそうとしたが、結局 はかなわ
ずに、石の半分だけが割れて持っていかれた。この石はまったく現在では注意が払われてお らず、草が生
い茂っている。50センチあまりの高さのこの石には牛乳が ときどき供えられ、バ トローをはじめ近在の人々
にも崇拝されている。土のカ ミThanglaiも他のカミといっしょに祀 られる。
バ トローは病気のときはいっでも魔術 ・妖術の存在を信 じる。ほとんどすべての災厄 を防 ぎ病気を治 し
たのは呪医(mulla)である。多 くはモスリムで、たまにはヒンドゥーに依頼す ることもあるが、バ トロー
自身がす ることはない。毎年呪医を傭 うために、2Khataの籾米を各家か ら徴収 した。 もし病気にかかっ
たときは呪医を呼んで診察 してもらい、その都度治療費は本人が支払 う。 ごく最近 まですべての近代的薬
は禁忌の対象であったが、ここ10年ほどの間に、かなり広 く使われるようになった。
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6.冠 婚葬祭 の ヒン ドゥー化現象
(1)婚姻儀礼
8～10歳で男は植物のとげで耳に孔をあける。クランの大人がこの儀式を執 り行い、これが済めば結婚が
許 される年齢に達 したことを意味する。バ トローの結婚は花嫁に婚資を支払 って成立す る。 ヒン ドゥー様
式 と土着様式の融合 した過渡的な形態をとる。
結婚の形態には、略奪婚(Si-ta-kshy)と「神聖な結婚」(Tai-si-ta-kshy)の2っの形態がある。前者は
全 く消滅 したわけではないが、現在望ましいものとは考えられておらず、その数 も少 ない。 しか もこの形
態の結婚は、外部のものには秘密にされる。もし、青年が未婚の女性の手に触れたら、その女性 は彼 と結
婚 しなければならない。彼がその女性を自分の家に連れてきて、女性がむ らの主立 ちの前で結婚 を承諾す
ると、婚資なしで結婚が成立する。 もし彼女が無理やり連れてこられたと表明すると、その女性 は自分の
家に連れ戻 される。 しか も彼女は、ほかのいかなる男性 とも今後は結婚できない。結局はその男 と婚資を
支払 って結婚することになる。かっては婚資を回避するためにこのような結婚が行なわれたのであろうが、
現今では多額の罰金が新郎側に課せ られる。 しかしこの結婚の様式は常に一種 の社会的汚名 と考えられて
いる。社会がそれを認めるまでには、新婦 はコミュニティのいかなる行事に加わることも許されない。
最終的にもし年長者が2人 の結婚に同意すると、それを社会的な承認を受 けねばな らない。そのために
は招宴を催さねばならない。その時、招かれた者 はゆうゆうとしている。夜にはTai-si-ta-kshyが執 り行
われるが、聖水かけ(Sat-pak)はない。新婦 はそれからキンマの葉 とビンロウジュを新郎のクランの長に
贈る。略奪婚(Si-ta-kshy)の場合、新婦 はかならずしも慎ましやかに見守る必要はない。またこの席には
未婚の男 は臨席を許されない。また、新郎 は夜 は新婦 と同裳できない。
バ トローの寡婦は再婚できるが、この場合、聖水かけはしない。ときどきgharjamai結婚をする。この
結婚ではもし新郎が持家がない場合には女性を他の家に連れていって、「神聖な結婚」が行なわれる。
またバ トローの他の重要な婚姻の特徴は近親婚(incest)禁止である。ふっうは母方の兄弟姉妹の娘や他
の近親者 とは結婚できない。この規範は明らかにヒンドゥー外婚の規範に したが った ものであ るが、多額
の罰金はあるが略奪婚では許容される。しか しローカルなヒンドゥーの影響 のもとで は、彼 らの慣習 も放
棄されねばならなかった。その結果として、「神聖な結婚」が一般的である。 しかし略奪婚の場合でも父方
の兄弟の娘(い とこ)との結婚は許されない し、そうでなくても近親結婚 は侮蔑される。
近隣に住むヒンドゥーの情報によると、バ トローの性道徳の緩みは少な く、いったん未婚で出産すると
将来結婚の機会がないばか りか、多額の罰金を支払 ってからでなければ社会への再加入が認め られない。
バ トローは族内の外婚に厳格で、クキ族の女性や移住労働者の女性 と結婚 した場合やバ トローの女性が
他の民族 と結婚 した場合でさえ、村にはおれなくなる。
「神聖な結婚」は明 らかにヒンドゥーの結婚様式の影響を受けたもので、花婿の両親は実際の結婚の4・
5年前から花嫁候補を選んで しばしばキンマの葉やビンロウジュの実を贈 る。 これを花嫁の父親 が受入れ
ることは、直ちに婚約を承諾することではない。Agrahayan月(ベンガル暦の月名で11～12月に相当)
に花婿の父親はむらの長老を連れだって花嫁の父親を訪問 し、その場で初めて結婚の申出をす る。花嫁の
父は適当にそれをとりなすので、求婚す る方の父親 はキ ンマの葉 とビンロウジュを持参 して何度 か足を運
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ぶ。Poush月(12～1月)の第一 日目に
かなりの量の贈物を持参 して花嫁の家を訪
問する。もし、その贈物を受 け取れば、結
婚に同意 したことになる。結婚式はFulgun
月(2～3月)に 行なわれ占い者によって
日が決定される。結婚式の約1週 間前に婚
資が花婿側か ら花嫁側の家に支払われ、そ
の日に祝宴が開かれる。以前は婚資は1.52
Kathaの米と32ルピーの現金であった。
この婚資はバ トローの新郎側にとって過大な
ものであるため、30歳前にはなかなかバ ト
ローの男が嫁をもらうことはなかったし、し
ばしば40歳まで待っこともあったという。
それが3年前・バト・一全体嚇 でFi 卿8図毘謂 灘 驚 蕪 鰹id蜘
16ルピーの現金のみにす る決定がなされ
た。さらにかって同じクランでは認めなかっ
た結婚を、ごく近 しい親戚関係の場合を除いて許容するようになった。これ らの決定 はバ トローの結婚を
容易にした。
結婚式が近づくと多 くの儀式がある。約1週 間前には、ThibamやKshemularamのカ ミに祈 る。前 日
には双方の家でgatraharidraと聖なる水浴をする。結婚式 は夜に開催 され、その前半 には、花婿が篭
(choudula)に乗 って花嫁の家にやって くる(図8)。同 じクランに属さない人が篭をかつ ぐ。何人かの同
じクランに属する少女が行列に付き添 う。花嫁の家では父親がそれを迎える。 また村 のお もだ った人 々も
立ち会う。女神Saraswatiが祭 られ、村の主だちが双方の家の同意を公式に面前に示 した後、花嫁を篭に
のせて、新郎側に属するクランの人や長老たちがそれをかっ ぐ。新郎の母親の兄弟姉妹 はけっしてその篭
に触れることは許 されない。新郎 は別の篭に乗 る。
新婦の両親はその行列に加わらず、新婦の兄弟がその代わりをする。新郎の家に到着す ると聖水か けの
儀式が執 り行なわれる。新郎は立ちながら片足を新婦の足にのせ、花婿側のクランの若者が聖水を花嫁 に
かける。
そのあと新郎新婦はそれぞれ別々に一夜を過 ごす。新郎は初夜を妻の兄弟 と過 ごす。4日 聞の式の間、
新郎は外に出ることが許されない。それを身を隠す(sibarubi)という。もしその掟を破 った場合 は、むら
の寄合で罰金を課せ られる。Tai-si-ta-kshyの儀式が済むと新郎の兄や母方の兄弟は花嫁の目に触れないと
ころに移 る。もし新婦が自分の父親を訪問する前に、新郎の兄が新婦に会 うと、彼 は罰金 を支払わねばな
らない。しかし新郎の母方の兄弟は一生涯新婦を見てはいけないという。 もしその掟 に背 くと村全体 に食
事のための罰金を支払わねばならない。このような慣習が現実に厳格に行なわれ るのは少ない。その一方
で、新郎の母方の兄弟は、結婚の際に特別な贈答をして、自分の姉妹の息子の妻を自分の息子 の嫁 と して
養女にすることを宣言するような楽 しみもある。
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② 妊娠 ・出産儀礼
妊娠後2・3か 月になると妻はYeahalalarmのカ ミに祈 る。このカ ミはChandiとして外部に位置づ け
られた母性神である。この儀式では焼飯とゆで卵が供えられる。そのあとでKsheyailaramにも祈 る。 こ
れ らの儀礼は女性のみで執 り行われる。臨月近 くなると妻はむらの小川に行 って、キ ンマの葉 とビンロウ
ジュの実をカ ミの供える。出産当日に散髪人の家か ら爪切 りをもって くる。男児の場合 は9日 、女児の場
合は7日後に身を清あるが、その儀礼に名前はない。
(3)葬送儀礼
バ トローは死亡 した日に遺体を火葬か土葬にする。もし死亡 したのが夜で、ほかに不都合かなければ土
葬にす る。しかし生前故人が火葬を望んでいた場合 は火葬する。何も遺言等がない場合は土葬 にす る。死
後、死体は村人によって墓地に運ばれるが、親族で年長者 は死体を運ぶのに関わってはいけない し、妊婦
やその夫は死体に触れることも許 されない。土葬の場合は全員が土をかける。火葬の場合は少な くとも3
っのクランが出席 しなければならない。故人の属するクランの人間のひとりによって最初の火が口に入れ
られる。そのあと3っの火が3っ のクランによって置かれる。鳥の形をした故人の霊魂 は、万物のカ ミと
ともにいるが、死体が燃えるにしたがい、鳥篭か らカ ミによって解 き放たれる。「鳥 は解 き放たれようとす
るが、なお篭の中に留まろうとする」 とバ トローはいう。死体が燃え尽きると、米を家か ら運んできて
hundiに置 き、別れを告げる。「あなたは運ばれて行き、私たりに目をむけてはいけない。すべての荷物 と
村の悪を南の海へ運んでいっておくれ」と。
10日のあいだすべての魚 と肉を食べることが禁 じられる喪(asauch)に服する。死後9日 目までは死者
に毎日祈るが、そこに供える食事は他のクランの者が作る。10日目に精進落 としの儀礼が行なわれ、故人
の息子 は頭を剃 り、kirtansが歌われる。この日は故人の家族は食事を控える。3カ 月目にThinbamへの
祈 りが行なわれ、故人の先祖が彼を黄泉の世界へ連れていって面倒をみるよ うに祈る。 クランの全員が招
待され、宴が行なわれる。
7.バ トローの行 く末 一 ラーマ ク リシ ュナ ・ミッシ ョンとの関係
バ トローの ヒンドゥー化に大 きな役割を果たしたのが、ラーマクリシュナ ・ミッション(Ramakrishna
Mission)がある。 これは、19世紀後半のヒンドゥー改革運動をになった近代イ ンドの神秘主義思想 の宗
教家ラーマクリシュナRamakrishna(1834-1886)の高弟 ヴィヴェカーナンダVivekananda(1863-1902)
が組織 した教団である。彼は師の思想を上位カーストや知識人に限ることなく、 ヒン ドゥー教の伝統を現
代に生かしながら、「あらゆる宗教の神はひとっ」 という汎神論の立場から宗教の調和、人類協同の愛を説
いた。その教化事業の一環として1897年カルカッタにラーマクリシュナ ・ミッションを設立 し、カース ト
や宗教的迷信の悪弊を説 き、社会福祉事業や教育事業を行った。インド国内に百以上 の支部を もっ ほか、
アメリカ、日本など世界各地に支部をもって活発な活動を行っている。 シレットの支部 は1926年に設立 さ
れた(図9)。そこでの慈善事業の柱は1)食料の提供、2)衣類の提供、3)薬の配布、4)教育である。
バ トローのカース トをシュー ドラと定め、ヒンドゥー儀礼を普及させた役割 は大 きい。現在 も、 シ レッ
トの商店主・役人・教師など比較的上層の ヒン ドゥーカース トに属する人々が中心 となってバ トロー協会
(Pα腕orSomaj)を結成 し、とりわけ極貧の青年に教育を受ける資金援助を行 っている。商店主 の家 で雑
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潔 謙 麗 総 灘 熟 暫雲簾欝 畿 欝 細 ト1、
何覇 一 の公的保護が必要とされてし一8・ 継ll　 ll」賠 、
年代の軍隊駐屯地(カ ントンメン)の拡大によってさらに}r・ 群
彼 らの居住領域が狭められたことも彼 らの窮乏化を一層助
長 している。
バ トロ_は ヒンドゥ_化 し、その生活様式に適応 しよう 図9シ レッ ト市街 の
ラーマ ク リシュナ ミッシ ョンとしてきたが
、それは決 して平坦な道ではなかった。宗教
儀 礼 の主要な もの はブラー ミン1、依頼 して いる状況で あるFigu「e98amak「ish?aMissionlnSylhetClty
が、大 きな派閥が反対 し激 しい論争 が繰 り広げ られて きた。
また91年 にはコ ミュニティ内 の宴 での儀式 の方 法にっいて もめた。彼 らの慣 習で は地 面に置かれ た竹樟 の
上 に座 りひとっのghatiから水を飲む。 しか しあ る進歩主義者 が別 々の座 る場 所 とグ ラスを用意 した。 そ
れに対 して、部族 の長老 たちはは異議 を唱え、激論の末 、両者 の妥協 がな され た。
彼 らの生活 の近代化 は教育 の普及 によ るところが大 きいが、初等教育 にお いて も就学率が きわ めて低 く、
ごくわずかの男子 が シレッ トの高等学校 に進学 してい るに過 ぎない。また彼 らも因習 的 な慣習 を甘受 しよ
うとす る保守的 な傾向が あ り、彼 らへ の適切 な教導 が切実 に要請 されてい る。
[注]
1)行 政村(mouza)ご との人 口調査 で 、 都 市部 の場 合 はpaurashvaの人 口 を さす 。Bangladesh
BureauofStatistics(1990)による入口である。
2)C.Op'tLand(1962:236)ではショドール・タナに5っ、ゴエンガー ト・タナに3っ のバ トローの集落があると
述べている。われわれの現地調査によって、そのすべてに現在もバ トローが居住すること、しかもこの他に新 た
に2っのバ トロー集落を見出せた。なお氏の文献中の綴り字の誤りは表1で は訂正 しておいた。
3)MainusSultan(1988)によるベ ンガル語によるミメオグラフではシレット市街を含んで10集落(う ち南麓
地区が6)の 総人口が1184人、182家族で、1家 族あたり平均人ロは6.5人であり、われわれの調査結果に近い
値が出ている。
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                     Ethnography of Pathor 
----Decaying Peripheral Ethnic Community in Sylhet, Bangladesh---- 
              Hruo NOMA and Ratan  Lal CHAKRABORTY 
   In the district of Sylhet, northeast part of Bangladesh, lives a small semi-tribe known as Pathor 
(Patra). Pathor's villages are located within 15 to 20km east of Sylhet city and these villages are on 
two sides of Khadim Nagar Tilla-north and -south and spread lately east and west. Total number of 
Pathors would not exceed more than three thousand, distributed in twenty-five villages. They, looks 
like Bangladeshi, are said to be a Mongoloid race who speak a language of China-Tibet origin. 
   The Pathors are in the abyss of poverty. The reason is simply that previously they did not know 
agriculture. Later they took up agriculture. Their most important economic pursuit was preparing 
charcoal in the jungles of hills, and selling them in the Sylhet market. For long and continued inroad 
over the hill resources tress have become fewer. Moreover, the installation of gas line in Sylhet has 
made a death-blow to age-old occupation of the Pathors. Many of them, as result of this, have become 
jobless and consequently very poor. In many cases they now work as hired labor of miscellaneous type. 
   Practically the Pathors have double identity apart from broader national identity, e.g., identity 
of aboriginal community and that of religion. It seems that the Pathor of Sylhet could not yet form 
a component of the Bangladesh society. Such dichotomy of identity is well demonstated in their social 
and religious life. They practice the religious ceremonies of the Hindus along with their own aborigi-
nal religious practices. But their social system and norms reflect their own aborignal characteristics. 
Ramakrishna mission in Sylhet played an important role in improving condition of their life and 
enlightening them as well as in letting them Hindunized. 
   The Pathors, as a tribe, are now rapidly decaying for many reasons. Their pecuniary condition is 
becoming worse day by day. A large number Pathors migrated to India during the Liberation War of 
Bangladesh in 1971. 
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